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〔特 別 掲 載〕

（甕離蛾論羅肇1言）

結核死亡率の都会化係数についての一考按

東京女子医科大学衛生学教室（主任 吉岡博人教授）

山
ヤマ

内
ウチ

和
カズ

男
オ

（受｛寸昭禾035年3月17日）

         1 緒   言

 本邦における結核死亡率については，戦前および戦後

を通じて，統計学的に，あるいは疫学的に幾多の研究発

表があり，その変遷については各方面から論ぜられてき

ているが，大正，昭和和時代を通じた戦前より戦後数力

年にいたるまでの結核死亡率の大きな特徴は，青年期死

亡率が男女ともにきわめて高く，わが国の青年期におけ

る結核の侵襲がおどろくほど高度であったことである。

ことに男子｝こおいて著明であって「日本的特徴」とされ

てきた。しかるに戦後は社会状勢の好転と結核治療の劃

期的な進歩および結核予防法対策等の充実によって結核

死亡数は激減し，結核死亡率の変貌は戦前予期せざる結

果をきたしたことは衆知の事実である。この結核死亡率

の低下は年令別死亡率にも著明な変化をともなってお

り，その主なる点は青年期死亡：率の急激な減少にかかわ

らず老年期死亡率は依然として高いことであり，年次を

追うに従って青年期死亡率は低くなり，老年期死亡率は

高くなってきている。昭和30年度における府県別性別年

令別死亡率をみると，全府県とも男子においては老年期

死亡率よりはるかに高い値をしめしている。このような

老年期結核死亡率が高いことは西欧諸国においても第2

次世界大戦後早くからみられている4）。

 戦前における研究の中で，吉岡ら1）2）は各府県別年令

別死亡率曲線の検：討を試み，大都市を含む府県と農村を

含む府県のえがく曲線の間に相異をみとめ，すなわち大

都市を含む府県においては男性にかぎり死亡率曲線は青

年期に上昇した山が一且下降し老年期におよんで再び上

昇し高率をしめし，女性はこれに反し青年期の山のみで

老年期の山を欠くこと，これらに対して農村を含む府県

の男女性は都会地の女性と同じく青年期の山のほかには

考年期におよんではもはや山を作らない事実に注目し：’

男子のみの死亡率曲線において「都会型」と「地方型」

と命名分類した。またこれらの「中間型」と「異型」を

も区別した。これらの型の相異の客観的の判定方法とし

て肺結核都会化係数（T．U．C．）を用いた。

  T．U．C＝一R丞）二亟9 ×ユ00

       R20一一24

 R50・s9＝・50・V59才の年令階級に属する

     男子肺結核死亡率

 R20．24 ・ 20・V24才の年令階級に属する

     男子肺結核死亡率

 かくして求めた「都会化係数」40をもって境とし，40

以下を「地方型」，40以上を「都会型」として，「地方型」

は青年期死亡率に，「都会型」は老年期死亡率にそれぞ

れの問題があるとした。さらに詳細に検討するためにつ

ぎのごときシェーマにより「都会」，「中間」，「地方A」，

「地方B」，「地方C」の5型を区別し，その他に「異型」

を分類して各府県における結核死亡率曲線の比較研究を

行った。
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       5．99以下・・…・地方型C

 以上の「都会化係数」による観察は，青年期死亡率の

高率と都会地において老年期に高率のもう一つの山があ

ることに観点をおいたものであるが，近年において青年

期死亡率は急激な減少をみるにいたって，その曲線は著

るしく変貌し従来の結核死亡率曲線の特徴はほとんど失

われるにいたった。昭和25年度においては，吉岡ら5）の
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研究によると，ついに全府県「都会型」一色となり，「都

会化係数」による府県別の比較は困難となった。これは

青年期死亡率の低下のみならず，老年期死亡率が各府県

ともに青年期死亡率と比肩し，あるいは高くなり，農村

地と都会地の差がきわめて近接してきたためである。昭

和30年度においては，さらに老年期死亡率の高い曲線を

しめす府県が多くなり，ことに男子においては各府県と

もに青年期死亡率はきわめて低く，かっての高峰の痕跡

をとどめるか，あるいは30～34才階級に移動したとみら

れる小さな山を作る程度にとどまっている。これに反し

老年期の山は各府県ともに高くなり，60～69才階級を頂

点として鋭峰を作るものが多くなってきている。表1，

図1，H，皿に大阪府，福島県，和歌山県の昭和30年度

  表1 全結核男子年令別死亡率（人口10万対）

         昭和30年
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の全結核男予年令別死亡率およびそれぞれの曲線をしめ

す。図1にみるごとく都会地を含む府県は低い青年期死

亡率よりかなり急峻に上：早し高い老年期死亡率に移行す

る型が多くみられる。その頂点も農村地に比して高く，

かっての青年期の鋭峰が老年期に移動した感がある。農

村地を含む県においては，図1正にみるごとく青年期より

老年期への移行状態は2峰型，3三型をもって上昇する

場合が多く，老年期の頂点は都会地を含む府県に比して

低い。図皿の瓢歌山県は図1と図■の中間とみるべき曲

線である。

 いま都会地と農村地の両者を仔細に比較すれば，つぎ

の3点が注目される。

 1）両者ともにかっての鋭峰を形成した青年期の山は

20～24才階級｛こあったが，その痕跡をとどめる山は3D

～34才階級に移動している。
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図1 全結核男子年令別死亡率曲線

     昭和30年
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 図■ 全結核男子年令別死亡率曲線

      昭和30年

 2）両者ともに高峰の老年期の山は60～74才階級に

みられるが，農村地より都会地において高い。

 3）青年期より老年期への曲線の移行状態は，都会地

では多くは急峻に上昇するのに比して，農村地では40～

44才階級に上昇線が一且低下する谷がみられるものが
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図皿 全結核男子年令別死亡率曲線

     昭和30年

都会地…R60～74＞R40～44＞R50～54

農i村地…R60～74＞R50～7J4＞R4e・一44

9e

 筆者は以一しの点に着目し，以一ドにのべる係数を考按

し，前述の「都会化係数」をもってしては比較困難であ

る近年の各回県別の年令別の結核死亡率曲線の型の分類

を試み，昭和30年度における男子について都会地と農i村

地の相違を観察した。

      ll 研究資料および研究方法

 研究資料：

 昭和30年人口動態統計

 昭和30年国勢調査報告による1％抽出府県別人口

 研究方法：

 つぎにしめす係数によって，昭和30年度男子府県別年

令別全結核死亡曲線の型の分類を行った。

       （R40一一44） × （R65s－69）

          R50N54

 R50、54＝30～34才の年令階級｝こ属する

     男子全結核死亡率

 R40～44・・＝ 40 一v 44才の年令階級に属する

     男子全結核死亡率

 R55～6F 65～69才の年令階融に属する

     男子全結核死亡率

 以上の係数によれば，都会地を含む府県では，分子は

農村地を含む府県より高いR65～60と高いR40～44の積で

強調され，きらに分母の農村地より低いRs。～54の商で

一そう強調される。一方農…村地を含む府県では，分子は

都会地より低いR65～69と低いR40～44の積であらわされ，

分母は高いR so・vsdCよつてあらわきれる。従ってこの

係数がしめす値は都会地に高く，農i村地に低く，両者の

区別にはきわめて好都合な結果となる。

         皿 研究結果

 以上の「都会化係数」によって各府県を分類すれば，

表Hのごとき値をしめす。

 最高は石川県の635．8で，大阪府，香川県，北海道の

順につづき，大阪の548．8，東京312．5，愛知342．5，兵

庫323．5と大都市を含む府県は高い値をしめす。最低は

茨城県の52，7である。いま200を境としてその上下に

2卸すると，200以上の値をしめす府県は24，200以下が

22であり，200以下はほとんど農村地を含む県で占めら

れている。200以上の申｝こは6大都市を含む府県はすべ

て含まれ，300以上府県のうち大阪，東京，愛知，兵庫

が含まれている。京都府は276．7，神奈川県は264，2で

やや低い値をしめしている。

表H 都道府県別全結核都会化係数および

   年令別死亡率曲線型別

     （昭和30年男子）

府則灘瞬鞠陣名例会籔．騨聯
石  JI9： 635．8

大阪1548． 8
香  JII i 481．8

   ト
北海道  453．3

長 崎  387．7

愛 知  342．2

兵 庫 323．5

：東京  312．5

岐阜307．8
福 井  297．5

京  老灘   276．7

冨  Li．i   275．8

福岡 275．3
静岡  270．4

滋賀  266．8

秋 田  265．6

三 重  264．3

神奈川  264．2

貢鷺  本   250．6

大 分  232．3

徳 島  227．4

佐 賀  209．7

島根・・7・・1

都会型1旨和歌山

 グ

 グ

 ヴ

 グ

 グ

 ヴ

 tl

 グ

中間型

 グ

 rl

 Il

 グ

 t／

 It

 Il

 tl

 tl

 グ

 ク

 t／

 グ

i iFnNKi．Ll 1

旨山口
宮 崎

愛 媛

山 形

岡 山

勢 森

山 梨

新 盆

立 城

千葉
鹿児島

埼 玉

広 島

岩 手

高 知

奈 良

鳥 取

福 島

群 馬

長 野

栃 木

茨 城

200． 2

196． 4

187．9

186． 5

186． 3

181． 3

170． 3

154． 1

150． 6

147．9

139．8

138． 8

136． 6

135． 6

122． 2

116． 6

105． 2

102． 7

93．9

86． 7

81． 7

72． 7

52． 7

中間型

地方型
tl

rl

rl

tl

ゲ

tl

ゲ

ク

ヴ

グ

e

tl

rl

ヴ

ゲ

Jl

ヴ

ゲ

tl

Il

グ

一745一



28

 いまかりac 300以上をしめすものを「都会型」，200以

下をしめすものを「地方型」，その中間の200．1より290．

9の間をしめすものを「中間型」と命名すれば，「都会型」

は9都道府県，「地方型」は22県，「中間型」は15府県

である。「都会型」は石川，大阪，香川，北海道，長崎，

愛知，兵庫，東京，岐阜の順にならび，これらの府県は

青年期死亡率は低く壮年期より老年期にかけて急上昇す

る曲線である。「地方型」は山口，宮崎以下22県が属す

るが，東北，関東地方の大部の諸県および申国地方の数

県が多い。これらの諸県は図Hにしめすように，青年期

より老年期にかけての上昇線が急激でなく，壮年期に谷

を作るものが多く，老年期の山も低い型である。「中間

型」は図IIIにしめすごとく，前2者の中問｝こ属するもの

であるが，とくに地域的な特色はみられない。

 以上によって昭和20年度全結核男子年令別死亡率に

ついて各回県を型に分類したが，近年においては結核死

亡の減少にともない都会地と農村地の差はきわめて少く

なってきており，全府県同様の型を作っているが，前記

の「都会化係数」による分類によって，依然都会地と農

村地の差を客観的に区別できうるものとおもう。ただし

もとより各型をわかつ標準め数値は，今後結核死亡の減

少によって都会地と農村地の差はさらに少くなるであろ

うし，年年変化している近年の結核死亡率の各年次を通

じた一定のものではありえない。しかし各年度における

型の分類は，全国における結核侵襲の過程，近年の結核

死亡率の変遷と特徴をあきらかにするための一方法であ

ろう。

         IV 総 、 括

 府県別年令別結核死亡率曲線の男心のみについて吉岡

 ら2）は「都会化係数」によって各府県を分類したが，昭

 和25年度以後においては，この「都会化係数」をもって

 しては「都会型」一色となり分類が困難となつアこため，

筆者は昭和30年度男子府県別年令別全結核死亡率曲線

 について検：討を行った。

  この結果，都会地の間にかなりの差があることも認

め，すなわち1）両者ともに青年期の山は20・）24才階

級より30 ・V 34才階級に移動している。2）両者ともに

老年期の山は60～74才階級にみられるが，都会地は農

村地より高い。3）青年期より老年期への曲線の移行状

態は都会地では急峻に上昇し，農村地では40～44才階

級に上昇線が一旦低下する谷がみられるものが多い。以

上のことから次式の「都会化係数」を考按し，各府県を

’「都会」，「地方」，「中間」の3型に分類した。

        （R40一一44） × （R65－69）

            R50N54

  この分類によれば「都会型」は9府県，「地方型」は22

県，「中間型」は15府県である。

 おわりに吉岡博人教授のご懇切なご指導とご校閲を深

 く感謝いたします。
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